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01 サマリー
開発パートナーとの共同タスクから
スタートし、自社開発の仕組みを確立した
2017年より開発パートナー共同でRPA開発をスタート。
プロジェクト発足当初は手探りであったが、RPA推進体制や認定制度を
整えることにより、2019年には社内でRPA作成をする内製体制を確立し
た。現時点で近日稼働予定のものを含め11業務の内製化に成功。

CHUGAI RPAの目指す姿

04 削減効果/今後

①最新技術活用によるRPAの適用範囲拡大
RPAへのAI活用など、従来適用範囲外だった業務のRPA化検討

・UipathGOやクラウドサービスなどを活用したRPA適用業務の検討
・RPAをはじめとする業務のデジタル化推進
・RPA内製担当者の拡大とRPAツールの民主化

03 社内成功事例
臨床開発本部はどのようにして
プロジェクトを成功させたのか

02 全社でのRPA推進活動
RPAをはじめとするデジタルツールの
活用により社員の業務価値を高めた

①プロジェクトの目的を明確化し、主要メンバーの結束を図った。
【目的】
・より生産性の高い付加価値業務への時間・費用確保のためRPAを推進する
・「業務の見直し・業務プロセスの再構築」のきっかけとする

②内製化のためのUiPathスキル習得・開発者認定を受けた。
・基礎・中級トレーニング受講により，RPA基本技術を習得
・7名の開発者認定を受けた

③内製化のための体制づくりをした。
・セルフチェックリスト・本部内ルールの作成、周知
・ガイドラインの本部内周知
・ニュースレターの配布、説明会実施

中外製薬におけるRPA全社展開
～RPA開発内製化に向かって～

①RPA事務局主体で規程類を整備した。
・業務選定ガイドライン、開発ガイドラインを整備した。
②34業務、51機のロボットを開発パートナーと共に立ち上げた。
・社内で700業務ほどの応募から想定効果、RPA実現度などを勘案し
最終的には34業務をRPA化した。

③実際のRPA導入効果について削減時間測定・効果確認を行った。
・RPA導入の効果を削減時間(人間の作業がどれだけ減ったか？)と削減した時間を
どのように活用したかの2軸で測定し、RPAの導入効果についての確認を行った。
④RPA推進のための体制を整えた。
・さらなるRPA推進のため、各部門に推進リーダと担当を配置しRPA事務局との窓
口を設置した。
・社内に開発者認定制度を設立し、RPAマスター社内認定制度を立ち上げた。
⑤RPA社内広報システムを確立した。
・社内でのRPA認知度を上げるため、社内での成功事例や導入のためのポイント等
を紹介する PRAプロモーションサイトをローンチした。
・プロジェクトロゴ・スローガンを作成し、
プロジェクトの目的意識・モチベーションアップの取り組みをした。


